
ＩＣＴを活用した新たな街づくり
モデルのイメージ（例）

資料８－３
（参考資料）



1「コミュニティの活性化で絆が深まる街づくり」モデルのイメージ

【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第８回）東日本電信電話説明資料



2「コミュニティの活性化で絆が深まる街づくり」モデルのイメージ

【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第８回）日本ケーブルテレビ連盟説明資料

■ 高齢者向け地域見守り支援システム
ケーブルテレビを視聴すると、自動的にデータ
放送が起動し、あらかじめ登録した家族などに
安否確認のメールが発信される。

⇒ 独居高齢者や独居在宅医療受診者と、
遠方の家族との共助

■ TVサービスへのSNSの組み込み
右図は世界最大のケーブルテレビ事業者の
米コムキャスト社がサービスの提供を準備
中の、ケーブルテレビサービスにfacebook
サービスを組み込んだサービスの一例
(2011年の同社プレゼンテーションより)
国内でも現在開発中の次世代STBの活用等
により、近い将来提供可能に

⇒ 多様な端末でのSNSサービスの提供
～番組情報のみならず、地域情報も

⇒ 情報格差の縮小～解消へ
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【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第８回）日本アイ・ビー・エム説明資料

「新サービスの創出で魅力高まる街づくり」モデルのイメージ



4「新サービスの創出で魅力高まる街づくり」モデルのイメージ

【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第８回）日本ケーブルテレビ連盟説明資料

■ 高齢者向け地域見守り支援システム
ケーブルテレビを視聴すると、自動的にデータ
放送が起動。服薬支援、通院・受診支援が
行われる他、医療機関への緊急連絡にも対応。

⇒ 独居高齢者や在宅医療受診者と、
医療機関の連携

■ 買い物支援システム
ケーブルテレビ網と、利用者が使い慣れたテレビ
というプラットフォームを活用し、高齢者などが
簡便に買い物が出来るアプリケーションを提供

⇒ 高齢者や移動手段を持たない消費者と、
地元商店、配送事業者の連携
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【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第８回）東日本電信電話説明資料

「新サービスの創出で魅力高まる街づくり」モデルのイメージ
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【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第８回）富士通説明資料

「新産業の創出で雇用が生まれる街づくり」モデルのイメージ

ICTによる
生産・サプラ
イチェーンの

強化

地域6次産業
化の促進

・ 農業にＩＣＴを活用し、農家個人の経験や技能を共有化すると共に、自治体等、様々な
機関が保有する情報も有効活用して生産技術を向上

・ ＩＣＴの利用によりコスト削減等、経営効率を向上すると共に、人材育成も促進
・ 物流や販売とのサプライチェーンを強化し、街の重要産業として地域６次産業化を促進



7

【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会 三菱総合研究所提出資料

「新産業の創出で雇用が生まれる街づくり」モデルのイメージ

林業
（ＩＤ管理）

高付加価値一次産業（例えば、固体管理林業）を目
指して、海外の富裕層に対して固体管理に基づく付
加価値の高い商材を提供すると共に、要求に応じた
加工を行い短いリードタイムで世界に出荷する。

ＳＣＭ／製材～加工、流通のICTによる高度化

衛星
（育成監視）

森林、農園、海洋における研究開発、教育、レクリ
エーションによる公示活用と、ICTによる高度管理とプ
ロモーション（情報発信、CRM）。
住まいと食に係る産業のICTによる高度展開。

・ 農業、漁業、林業などの一次産業については、素材の良さに裏打ちされた世界へのＰＲ
が街興しの有力な手段となる。

・ 我が国の一次産業は機械化・ＩＣＴ化が遅れており、生産性の向上が大きな課題となって
いる。

・ 高品質な一次産業を有する地域に、広域監視及びサプライチェーンを導入し、一次産業
の世界的なプロデュースによる街づくりを実現する。
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【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第８回）日本アイ・ビー・エム説明資料

「新産業の創出で雇用が生まれる街づくり」モデルのイメージ

関連事業者の支援サービス

・情報発信サービス
・決済サービス

「安心・安全」の実現

・HACCP管理システム
・トレーサビリティシステム

ヒト、モノすべてがつながるネットワーク

・ソーシャルネットワーク (ヒトのつながり）
・商品の荷動きや保冷状況の見える化 (モノのつ
ながり）

飲食店
小売店
取引業者

生産者

一般消費者

出荷情報
産地情報

取引情報
消費者情報

生産履歴情報
情報蓄積・解析

鮮度管理
目利き情報

消費者ニーズ
評価

食品情報
安全・衛生情報
産地情報

取引情報
商品情報

小売情報
消費者情報

・箱単位での商品鮮度管理

・場内事業者の戦略的経営

・市場ブランドの維持

産地市場・消費地市場

産地

消費者

配送状況
温度管理

配送状況
温度管理

水産業６次産業化

情報連携ICT
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【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第８回）日本ケーブルテレビ連盟説明資料

「新産業の創出で雇用が生まれる街づくり」モデルのイメージ

■ 買い物支援システムを通じた人材活用
ケーブルテレビ網を活用した買い物支援システムの
構築により、地元商店の振興・活性化と、シルバー
人材センターを活用して配送事業において、地元
高齢者の活躍の場の提供を実現

⇒ 地元商店と、配送事業者、シルバー人材
センター等の連携

■ 地域医療ネットワークの構築
ケーブルテレビ網を活用し、市内の大小の医療機関
を接続し、イントラネットを構築。
診察紹介・予約システムや、救急システム、
インフルエンザ登録システム等のアプリケーション
を活用し、地域医療の高度化を実現

⇒ 総合病院と診療所、という性質の異なる
医療機関の間の連携



10「新産業の創出で雇用が生まれる街づくり」モデルのイメージ

【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第８回）東日本電信電話説明資料



11「街インフラの最適化で持続する街づくり」モデルのイメージ

・ 都市インフラを「見える化」し情報流通を実現することにより、業界・空間・時間を越え、
行政・住民・企業・地域コミュニティ等が共に創る“まちづくり”を実現

【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第８回）ＮＴＴデータ説明資料



12「街インフラの最適化で持続する街づくり」モデルのイメージ

【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会 日本アイ・ビー・エム提出資料

・ 街の構成物は全て接続され、収集されるデータはシームレスに各種の市民サービスに
活用



13「街インフラの最適化で持続する街づくり」モデルのイメージ

【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第８回）日本アイ・ビー・エム説明資料



14「街インフラの最適化で持続する街づくり」モデルのイメージ

【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第８回）日本ケーブルテレビ連盟説明資料

■ 地域見守り支援システム
児童等が持つ、ICタグ信号をケーブルテレビ網に
設置したアンテナで受信。保護者はPC端末等で
現在地や通過履歴等を把握できる他、あらかじめ
指定した地点で検知した場合、リアルタイムで
メールで通知される。

⇒ 登下校時や放課後の安否確認が容易に

⇒ 高齢者等の見守りとしても活用される

⇒ 緊急時の所在地特定、避難誘導にも
活用可能



15「街インフラの最適化で持続する街づくり」モデルのイメージ

【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第８回）東日本電信電話説明資料



16「街インフラの最適化で持続する街づくり」モデルのイメージ

【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会 日立製作所提出資料

・ 街の現状とあるべき姿をビジュアルに示し、迅速な合意形成を図る
・ モデルとしては、地域中核都市（２０万～３０万人規模）を考える
・ 周辺への拡散にハドメをかけ、コンパクトシティ化を図って社会コストを下げる



17「住民との共創で発展する街づくり」モデルのイメージ

【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第８回）日本ケーブルテレビ連盟説明資料

■ 監視カメラを活用した防災情報サービス
独自設置のみならず、国・自治体が設置したカメラ
からの情報を収集。緊急災害時には自社チャンネル
で24時間リアルタイムに提供。
コミュニティFMとも連携し、避難誘導等も支援

⇒ 緊急災害時に、定点カメラ情報を収集し、
情報発信・避難誘導・パニック防止等、
総合的に活用



18「住民との共創で発展する街づくり」モデルのイメージ

【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会 日本電気提出資料

・ 様々な街のフローと情報が同期することで、個々人の行動を喚起し、街の全容を把握し、
変化に対応して活力のある街づくりを促進。

【防災分野の例】

【住民】 【自治体】【ＩＣＴ：情報フロー】

多角的センシング
データ収集

災害・被害の
算定と変化予測

内部リソース算定
応援需要算定

コンテキストに
合せた行動最適化

行動履歴集計
集合知解析

位置・状態

行動促進
（個別最適）

高層ビル、沿岸部、要援護者など個々
人の位置・状況によって、また災害の
状況によって、避難の方法が大きく異
なります。

・可能な限り多くの住民への伝達手段
・端的に危機が理解できる表現法
・個々人に最適化された行動の提示
・地域における共助の輪の形成

全ての住民の適切な行動を誘発

激甚地域ほど初動期の情報空白が発
生し混乱するため、断片情報から全容
を想定し、将来の状況変化も予測して
対処する必要があります。

住民

災害対策本部

集合知による適切な状況判断

現場職員

指示

報告方針決定

全容把握

・多様な断片情報による全容算出
・実測値による予測のシームレス修正
・限定リソースで最大効果の戦略
・全職員の情報共有とフィードバック

高層階へ移動！

要援護者



19「住民との共創で発展する街づくり」モデルのイメージ

【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第８回）東日本電信電話説明資料



20ＩＣＴを活用した新たな街づくりのイメージ

センサー機能を持った機器の設置
（災害に強いネットワークに対応）

自治体データ 外部データ

BIGデータ

ICカード
災害に強いネットワーク
無線ネットワーク
クラウド

災害時の活用
（自治体・民間）

街づくり計画
（自治体）

街づくり計画
（民間）

行政サービス
の改善

（民間）

新しいサービス
事業創造

（民間）

EV充電器 駐輪場 街路灯 バス停

Wi-Ｆｉスポット タウンカード ポイント
（地域通貨）

統計情報
統計情報
気象情報
交通センサス
経済指標

IN
P
U
T

O
U
T
P
U
T

デ
ー
タ
処
理

＜必要とするICT＞

【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会 パナソニックシステムソリューションズジャパン提出資料



21ＩＣＴを活用した新たな街づくりのイメージ

【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第８回）ＫＤＤＩ説明資料

ＩＣＴを高度に活用する上で重要となる基盤



22『ＩＣＴを活用した街づくり』共通イメージのフレームワーク（例）

【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第６回）日本アイ・ビー・エム説明資料

電力設備電力設備 ビル・工場ビル・工場 住宅住宅Instrumented 交通交通

Interconnected

Intelligent

BEMS
充電インフラ

スマートメータ HEMS

地域エネルギー
マネジメントシステム
CEMS

iPhone向け
スマートメータ
見える化システム

IBM
データ収集
クラウド
(SDP)

Historical Data Archived
Big Data

Realtime
Event Data

ESB

住民向けホームネッ
トワークサービス

Intelligent Operation Center

検討中の
アプリケーション

検討中の
アプリケーション

検討中の
アプリケーション

蓄電池アセット
管理システム
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【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第６回）情報通信ネットワーク産業協会説明資料

23

人と人を繋ぐ システムとシステムを繋ぐ 今と未来を繋ぐ

「絆」 「継続」「効率」

生活者、事業者、自治体といった街づく
りの各主体を繋ぐ。オープンに人と人の
絆に根ざした活気あふれる街づくりを支
援する。

システムが提供するさまざまな機能のう
ち、共有化できる機能を繋いでサービス
化する。自治体におけるアプリケーション
を効率化。

企画者、開発者、利用者を繋ぎ、継続的
な更新サイクルの構築や複数用途の相
乗りをオープンに支援する。

生活者

事業者 自治体

街づくりのオープン化 都市システムのオープン化

災害監視システム

災害分析システム 災害情報伝達
システム

開発基盤のオープン化

企画者

開発者 利用者

被災地の実情を踏まえた街づくり 効率的な都市システムの構築・運用 事業継続のための方策・仕掛け

３つの“繋ぐ”を実現して、個々の課題を解決するための仕掛け プラットフォーム

街づくりのためにプラットフォームの構築が重要

街づくりのための仕掛け
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【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第６回）情報通信ネットワーク産業協会説明資料

エネルギー

各種端末

医療 教育 防災個別アプリ

個別網

プラットフォーム

共
通
部

ネットワーク網
監視連携

暗号化・認証
連携

最適通信
経路探索

電話番号、
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ等の連携

ネットワーク連携基盤

共通データ セキュリティ ビッグデータ処理 ﾃﾞｰﾀｹﾞｰﾄｳｪｲ

アプリ連携基盤

プラットフォームとは 『共通に使える社会インフラ』

プラットフォームの構造イメージ



25共通プラットフォームのイメージ

【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会 日本電気提出資料

共通ＰＦは街の情報インフラの１つとして機能し、防災やエネルギーなど基本アプリを
有するとともに、その機能とデータを公開して民間事業への活用を促進します。

クラウド基盤

自治体職員

企業センシング

ビッグデータ処理

住民

民間ＮＷ

予兆検知 複雑制御 行動誘発

エージェント集合知処理

基幹ネットワーク （ＯｐｅｎＦｌｏｗ、 ワイヤレス）

エネルギー
アプリ

防災
アプリ

追加新
サービス行政

アプリ

全体最適化

共通ＩＤ 仮想化 セキュリティ Ｍ２Ｍ

共通ＰＦ

ユーサインタフェース

フローデータ

既存データ



26「ＩＣＴ街づくりプラットフォーム」について（イメージ）

【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会 東日本電信電話提出資料
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【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第６回）情報通信ネットワーク産業協会説明資料

プラットフォームの進化と効果

情報連携

プラットフォーム間
の情報連携

 プラットフォームを
介したシステム間
の情報連携による
アプリケーションの
新たな付加価値の
創出

共通化できる機能
の括り出しによる
サービス化

既存プラットフォー
ムが提供する機能
の共有・利活用

アプリケーション毎の
プラットフォーム構築

新アプリ
アプリ アプリ

機能共有

アプリ アプリ アプリ

機能共有・情報連携

新アプリ

共通化

アプリ

ｼｽﾃﾑ

アプリ

ｼｽﾃﾑ

個々のシステム
毎の導入

従来型システム

効果が限定。陳
腐化しやすい

ＰＦ ＰＦ

ＰＦ ＰＦ ＰＦ

多様なサービスや端末
に容易にスピーディに

対応できる

スケールアウトによる
規模拡大とコスト抑制

新しいサービスや端末
が生まれやすい

システムの拡張が容易
新しい技術の取り込みが容易

小さな街から大きな都市まで
利用者が少ないサービスから多いサービスまで

さまざまなビジネスモデルへの展開が可能

プラットフォームの効果
プラットフォームの進化

①各々のシステムの共通化できる機能を共有し、多様なサービスや端末をサポート
②システム間の情報連携が可能となり、アプリケーションの新たな付加価値を創出
③さまざまなビジネスモデルへの展開が可能
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【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第６回）情報通信ネットワーク産業協会説明資料

プラットフォームの構成要素（例）

教育分野

アプリケーション
／サービス

在宅医療・介護

端末 バイタルセンサー

遠隔医療

地域医療連携 ヘルスケア支援

校務情報化デジタル教科書

個別網

医療分野 ・・・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

遠隔教育

PC モバイル端末

ブロードバンド センサーNW モバイル

介護情報 位置情報医療情報

生活情報

生活支援

自立行動支援

デジタル黒板

ブロードバンド モバイル

学習情報 教育コンテンツ

タブレットPC

ﾈｯﾄ
ﾜｰｸ
連携
基盤

共
通
部

ｱﾌﾟﾘ
連携
基盤

ネットワーク網監視連携

暗号化・認証連携

最適経路探索

メールアドレス、電話番号等の連携

データゲートウェイ

地図情報

ビッグデータ処理

SNS

共通ID

セキュリティ・認証・課金

個人ポータル

共通
データ



29「新産業の創出で雇用が生まれる街づくり」モデルの発展イメージ

【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第８回）東日本電信電話説明資料



30街づくりを下支えするプラットフォームのイメージ

【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第８回）東日本電信電話説明資料



31Analysis から Synthesisへの事業構造転換

【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第５回）東芝説明資料
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【出典】ＩＣＴ街づくり推進部会（第６回）情報通信ネットワーク産業協会説明資料

プラットフォームの拡張性

医療

教育

防災

各プラットフォームは
仮想化

エネルギー
プラット
フォーム

プラット
フォーム

プラット
フォーム

プラット
フォーム

医療

教育防災

エネルギー

地域を超えたサービス展開

・仮想化により、広域なサービス展開が可能に
・仮想化による導入コスト抑制

仮想化によるサービスの広域化によりプラットフォームの更なるメリットを享受

仮想化によるスムーズな規模拡大
と経済性

グローバル展開

分散化による二重化

・利用者拡大による負担減1人あたりのコスト
減による、負担額の減

・利用者の拡大によるマーケットとしての可能
性（手数料、広告等、ビジネスモデル化）

・データの分散化によるバックアップ等
・仮想化による負荷分散

・日本国中いつでもどこでもサービスを享受

・パッケージ化により海外展開が容易
・日本全体に拡大し、日本モデルの早期確立

プラット
フォーム

グローバル市場


